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今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

授業形態・

ア ドバイ

ス 等

各クラスで行う一斉授業です。適宜グループ学習やペアワークを取り入れて行います。予習と

して、盤ず教科書を読んで、投業に参加 してください。定期的に課題を提出してもらいます。

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

地理・歴

史科
日本史探究 (日本史探究) 3 教科書『詳説 日本史』(日探 705)山川出版社

学習の

ねらい

我が国の歴史について、資料を活用し多面的 ,多角的に考察する力を身に付け、現代日本

の諸課題を見いだして、その解決に向けて生涯にわたって考察、構想することができる資

質・能力を育成する。

学習の到逹目標

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ,課題を追究したり解決したりする活動を
通して,広い視野に立ち,グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国
家および社会の有為な形成者に殆要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。

評価の観 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

我が国の歴史の展開に関

わる諸事象について,地理的

条件や世界の歴史と関連づ

けなが ら総合的にとらえて

理解 しているとともに、諸資

料から我が国の歴史に関す

る様々な情報を通切かつ効

果的に調べまとめる技能を

身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関

わる事象の意味や意義、伝統

と文化の特色などを、時期や

年代、推移、比較、相互の関

連や現在 とのつながりなど

に着目して、概念などを活用

して多面的・多角的に考察し

たり、歴史にみられる課題を

把握 し解決を視野に入れて

構想 したり、考察、構想した

ことを効果的に説明したり、

それらをもとに読論 したり

する力を養う。 |

我が国の歴史の展開に関

わる諸事象について、よりよ

い社会の実現を視野に課題

を主体的に探究 しようとす

る態度を養うとともに、多面

的・多角的な考察や深い理解

を通 して涵基される日本国

民としての自覚、我が国の歴

史に対する愛情、他国や他国

の文化を尊重することの大

切さについての白覚などを

深める。  i

育てたい生徒像

(資質=能力)

との関連

・概念や理論について理解す

るカ

・情報を通切かつ効果的にま

とめる力

・多面的・多角的に考察し、

判断するカ

・構想 したことを議論したり

表現したりするカ

,課題解決カ

・粘り強く取り組むカ
t'白
.ら

の学習を調整するカ

主な

評価方法

定期考査 課題 観察
ペアワーク等

定期考査 レポー ト 発表 課題取組状況 ノートやレポ
|― 卜の記述

1授業中の発言 生徒自己評価
|と相互評価



学期 学習内容
学習の到注目標

知識・技能    i   思考・判断・表現   1主体的に学習に取り組む態度

前
期

第 10章 幕導体

制の動揺

第 lI幸 近世か

ら近代ヘ

第 12章 近代国

家の成立

・幕府・諸藩の窮えや百姓―揆

などの史料から情報を読み取

り、二大改革や田沼の諸政策

の意義について理解している。

・政治経済と文化の関係などに

着目して 19世紀初期の経済

や文化について理解している。

・政治・経済の変化と思 へ の

影響などに着日して幕落体制

の崩壊と新政権の成立と中央

集権 1と について理解してい

る。

諸資料をもとに自由民権運動

の展開や大日本帝国憲法の

制定・議会開設にいたる過程

を理解している。

幕導体制の動揺と文化の展開

の関連について、諸資料から

読み取れる情報をもとに考察

し、表現している。

国際情勢の変化と影響などに

着日して、幕府政治の動揺と

諸藩の動向について考察し、

表現している。

日本が直面していた課題を踏

まえ、幕末維新期の日本の課

題を考察し、表現している。

幕藩体制下の社会・経済の仕

組みの変化や幕府・諸藩の政

策の変化について、主体的に

追究しようとしている。

近世後期に形成された文化と

近代以降の文化との関係性

についてつながりを見出そうと

している。

幕末の政治動舌しの過程を考察

し、近代の学習へのつながり

を主体的に見出そうとしてい

る。・諸制度の改革が地域社会にも

たらした変化やヨエロッパ諸

国との関係などについて考察

し、表現している。

・自由民権運の展開過程を考

察したうえで、立窓政治の導

入がもたらした課題を主体的

に追究しようとしている。

第 13章 近代回

家の展開

第 14章 近代の

社会と生活

。日清戦争から第一次世界大戦

にいたる過程について諸資料

をもとに理解している。

・産業革命の展開について通切

に情報を読み取り、地域社会

においておきた社会問題につ

いて理解している。

卜大戦中の日本の動向を踏ま |

|え、アジア近隣諸国民が日本 |

|の対外姿勢をどのように愛け |

1止めたかを考察し、表現して |

|いる。            ト
,都市の発達や生活の変化など |

1地域社会の変容について多 |

1角 的に考察し、表現している。 |

対外的な戦争が日本の近代

化においてどのような意味を

もうたかについて考察し、追究

しようとしている。

明治期の文化に関わる政府と

国民の動向を考察することに

より、明治文化の特色を主体

的追究しようとしている。

後
期 第二次世界大戦

16幸 占領下

の日本

第 17章 高度経

済成長の時

代

第 18章 漱動す

る政界 と日

本

第 15 恐慌と

の関係に着目して、恐慌と国

際関係について理解してい

る。

・戦争の推移と国民生活の影響

などに着目して、戦時体制の

強化と第二次世界大戦の展

開について理解している。

占領政 による日本の

政治や経済の変化について史

料から読み取り、サンフランシ

スコ平和条約調印による日本

の主権回復の意義について

済成長や高度成長期の国民

生活の変化について理解して

いる。

内での軍部の政治的進出な

どについて多角的・多面的に

考察し、表現している。

戦争が拡大した理由につい

て、日本における全体主義的

な国家体制の進展について考

察し根拠を示して表現してい

る。

戦後の諸改革が連合回の対

日占領政策に基づくとともに、

戦争に対する日本国民の反

省に支えられつつ、実施され

たことについて考察し、表現し

ている。

て多面的・多角的に考察し、そ

の結果を表現している。

・国際社会やアジア近隣諸国と |・満州事変などの対外政集、国 卜滴州事変や国内の国家改造

運動の展開を考察することを

通じて、軍部の政治的合頭が

もたらした課題を主体的に追

究しようとしている。

日中戦争から太平洋戦争にい

たる過程や日本政府の対応を

考察することを通じて、第二次

世界大戦期の国際関係につ

いて主体的イ課題を追究しよ

うとしている。

55年体制の歴史的意義や保
守政権の安定化を考察するこ

とを通じて、独立後の国内政

治について主体的に課題を見

出そうとしている。

冷戦終結後の国際社会におい

て日本がどのような役割を果

たしてきたのか、自ら課題を見

出して主体的に追究しようとし

ている。

理解している。

・冷戦やグローパル化の進展の i・ 日本が石油危機を乗り趙えて

影響などに着日し、日本の経 1経済大国となった要因につい

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

授業形態・ア

ドバ イ ス

等

日本史探究の投業と連携しながら,各クラス (講座)で行う工斉授業です。迫宜グループ学習やペアワ
ークを取り入れて行います。定期的に課題を提出してもらいます。

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

地理・歴史科 日本史研究 (日 本史研究) I

教科書『詳説 日本史』 (日 探 705)山川出版社
『新詳日本史』(浜島書店)

学習の

ねらい

我が国の歴史について、資料を活用し多面的。多角的に考察する力を身に付け、現代日本の諸課題を見いだして、
その解決に向けて生涯にわたって考察、構想することができる資質・能力を育成する。

学習の到連目標

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ,課題を追究したり解決したりする活動を通して,広い視野に立
ち,グローパル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家および社会の有為な形成者に勇要な公民と
しての資質 。能力を育成することを目指す。

評́価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

が国の歴史の展開に関わる諸

事象について,地理的条件や世界の

歴史と関連づけながら総合的にと

らえて理解しているとともに、諸資

料から我が国の歴史に関する様々

な情報を通切かつ効果的に調べま

とめる技能を身につけるようにす

る。

が回の歴史の展開に関わる事

象の意味や意義、伝続と文化の特色

などを、時期や年代、推移、比較、

相互の間違や現在とのつながりな

どに着日して、概念などを活用して

多面的・多角的に考察したり、歴史

にみられる課題を把握し解決を視

野に入れて構想したり、考察、構想

したことを効果的にヨ説明したり、そ

れらをもとに議論したりする力を

基う。

我が回の歴 開に関わる諸事

象について、よりよい社会の実現を

視野に課題を主体的に探究しようと

する態度を基うとともに、多面的・

多角的な考察や深い理解を通して涵

養される日本国民としての自党、我

が国の歴史に対する愛情、他回や他

回の文化を尊重することの大切さに

ついての自党などを深める。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

・概念や理論について理解するカ

・情報を通切かつ効果的にまとめる

カ

多面的・多角的に考祭し、判断する ・課題解決カ

・粘り強く取り組むカ

・自らの学習を調整するカ

カ

・構想したことを議論したり表現す

、るカ

主な

評価方法

定期考査 課題 観察
ペアワーク等

課題取組状況 ノートやレポートの
記述

授業中の発宮 生徒自己評価と相互
評価

定期考査 レポート 発表

学期 学習内容

l主体的に学習に取 り組む艤度尽考・判山i・ 表現知識・技能

日本文化のあ

けtFの

第 2章 古墳とヤマト
政権

立と変容を大睦との影響に着日kして

理解している。

国家の形成、古墳文化、推古天皇らの

政権運営や飛鳥文化について、中国大

睦・朝鮮半島との関連などにな目して

理解している。

卜を古資料をもとにして、旧石器文化から

1弥生時代までの生活について考察し、

1表現している。

1中 国
の歴史書や国内外の史料 t〒基づ

|い
て日本と中国大睦や朝鮮半島との関

1係から、当時の日本の様子について考

1中 国人睦・朝鮮半島との関係などに着

1日 し
て、古墳時代や推古朝の政治や丈

11と
の展開:こつとヽての課題を主体的に追

1究
しようとして七`る。

し、察 して し表現 るヽ。

旧石 イし 文化・弥生文化の成 を明ら卜原始の各文化について、

I かにしようとしてぃる

第3 律谷国家の形

成

第4章 貴族政治め展

開 律全体制の変春と摂関政治と回風文化 ,国際関係の変化や浄止信仰などに若 1平安時代の地方の動向が政治や社会
についてその特徴を理解している。   1日 し、平奏時代の政治や文化について |に与えた影響を明らかにしようとしてい

1考察し、表現している。        |る 。

に

と立 展その に つ てヽ と土地制度に基づく 奈 時代の政治良や盛唐文化

晴 国唐など中 と二朝 やの関係 の文 化 受の影響を 天平文化けた につし 注:こ してヽ考察 向 目 ◆体制の展開 る律 関す
ど:こ若影響な し、目 て 七理解し る`。 て根拠を示し、 し 表現し るて 主体的課題を しように追究 しと るヽ。て ヽ

と武士の

隠進 に、諸資料を調べ、古代から中世の回 |みを考察し、古代から中せへの時代の
家・社会の変容を理解している。    1転換について、根拠を示して表現しそい
諸資料から様 な々I晴報を読み取り、武士 |る。
の政治進出について理解している。  卜武士の土地支配の持つ意味につぃて多

|る間を表現し、追究しようとしている。
「古代との比較などを通して、中世の特色

|を追究しようとしてヽヽる。

どをもと 十武士の 頭 の 気や土地制度の仕組 ト

面的 多ヽ角的に考察し、表現している。

につぃて時代を通観す



第 6

立

第7章 武家政権の成

長

8

第9章 幕導体制の成

立と展開

下 の

秩序の形成に関する諸資料から迫切に

情報を読み取り、江戸時代の社会の構

造を理解している。

都市の発連と文化の担い手に注目し

て、17世紀の文化と特徴などについ

て、史料を読み取り、理解している。

政権の結 目的や、ヨーロッ

|パ諸国の進出がアジアに与えた影響な

|どについて、多角的1多歯的に考察し、

1表現してヽ`る。

卜戦七とのない時代が倉u出された意義を踏

|ま え人々の意識お
tどのように変化した

1の

卜峯導体制が確立する過程おける様 な々

1画期にっぃて考察し、主体的に追究じ

| ようとしている。

,近せ前期 :こおける交通
。流通の発達や

1産業
の発達などの様相につヽヽて、その

1推移や展開を明らかにしようとしてい

かを考察し、表現している。 る。

後
期

第 10章 幕導体制の

動揺

下 変

化や幕府・諸藩の政策の変化につい

て、主体的に追究しようとしている。

や百地一揆などの史

料から情報を読み取り、三大改革や日 |ついて、諸資料から読み取れる情報を

沼の諸政策の意義について理解してい |もとに考察し、表現している。

と

る。               |・ 国際情勢の変化と影響などに若日して、1近世後期に形成された文化と近代以降

政治経済と文化の関係などに若日して 1幕府政治の動揺と諸藩の動向について |の文化との関係性についてつながりを

19世紀初期の経済や丈イbについて理 1考察し、表現している。        1見 出そうとしている。
解している。

第 lI章 近せから近

代へ

第 12章 近代国家の

成立

・政治・経済の変化と思想への影響など

に岩日して幕導体制の崩壊と新政権の

成立と中央集権化:千ついて理解してい

る。

・諸資料をもとに自由民権運動の展開や

大日本中国憲法の制定・議会開設にい

たる過程を理解してヽヽる。

1幕末の政治動舌しの過程を考察し、近代

|の学習へのつなお゙りを主体的に見出そ

| うとしている。

i・ 自由民権運の展開過程を考察したうえ

で、立恵政治の導入がもたらした課題

を主体的に追究しようとしている。

日本が直面していた課題を賠まえ、幕末

維新期の日本の課題を考察し、表現し

ている。

講制度の改革が地域社会にもたらした

変化やヨーロッパ諸国との関係などに

ついて考察し、表現している。

第 13章 近代回家の

展開

第 14章 近代の社会と

生活

'日清戦争から第一次世界大戦にいたる

ユ凸程について諸資料をもとに理解して

いる。

・産業革命の展開について通切に情報を

読み取り、地域社会においておきた社

会問題について理解している。

卜大戦中の日本の動向を踏まえ、アジア

1近隣諸国民が日本の対外姿勢をどの

|ように受け止めたかを考察し、表現して

|いる。

卜都市の発達や生活の変化など地城社

1会の変容に?いて多角的に考察し、表

1現している。

卜対外的な戦争が日本の近代化において

|どのような意味をもったかについて考察

|し、追究しようとしている。

|・

明
'台

期の文化に関わる政府と国民の動

1向を考察することにより、明治文化の特

1色を主体的追究しよう
`し

ている。

第 15章 熙慌と第ニ

次世界大戦

第 1も章 占領下の日

本

第 17章 高度経済成

長の時代

第 IB章 激動する政界

と日本

国際社会やアジア近隣諸国との関係に

若日して、恐慌と国際関係について理

解している。

戦争の推移と国民生活の影響などに若

目して、戦時体制の強化と第二次世界

大戦の展開について理解している。

・冷戦やグロエバル化の進展の影響など

に着日し、日本の経済成長や高度成長

期の国民生活の変化について理解して

いる。

・占領政策の転換による日 や経 卜戦後の諸改革が連合回の対日と領政 卜55

済の変化について史料から読み取り、1策に基づくとともに、戦争に対する日本 I安定化を考察することを通じて、独立後

サンフランシスコ平和条約調印による 1国 民の反省に支えられつつ、実施され |の国内政治に,いて主体的に課題を

日本の主権回復の意義について理解し Iたことについて考泰し、表現している。  i見出そうとしている。
ている。              十日本が石油危機を乗り越えて経済大回 卜冷戦終結後の国際社会において日本が

i・消州事変などの対外政策、国内での軍

1部の政治的進出などについて多角的・

1多面的に考察し、表現している。

1戦争が拡大した理由について、日本に

|おける全体主義的な国家体制の進展

|:こ
ついて考察し根拠を示して歳現して

|いる
。

となった妥因について多面的・多角的

に考泰し、その結果を表現している。

卜消州手変や国内の回宗改造運動の最

1開を考察することを通じて、軍部の政治

1的台頭がもたらした課題を主体的に追

1究しようとしている。

|・

日中戦争から太平洋戦争にいたる過程

|や 日本政府の対Aを考察することを通

|じて、第二次世界大戦期の国際関係に

|ついて主体的イ諫題を追究しようとして

Iいる。

どのような役割を果たしてきたのか、自

ら課題を見出して主体的に追究しようと

してヽヽる。

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

地理・歴史科 日本史考察 (日 本史考察) 2
教科書『詳説 日本史』 (日 探 705)山 川出版社
『新詳日本史』 (浜島書店)

学習の

ねらい

我が回の歴史について、資料を活用し多面的・多角的に考察する力を身に付け、現代日本の諸課題を見いだして、
その解決に向けて生涯にわたって考察、構想することができる資質・能力を育成する。
学習の到違日標

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ,課題を追究したり解決したりする活動を通して,広い視野に立
ち,グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家および社会の有為な形成者にX要な公民と
しての資質・能力を育成することを目指す。

授業形態・ア

ド バ イ ス

等

日本史探究の授業と連携 しながら,各 クラスで行う一斉投業です。迪宜グループ学習やペアヮークを取
り入れて日本の歴史事象について多面的に考察を行います。小テストなどで知識の定着をはかりながら、

史資料を読み解く力を身につけていきます。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

我が国の歴 の展開に関わる諸

事象について,地理的条件や世界の

歴史と関連づけながら総合的にと

らえて理解しているとともに、諸資

料から我が回の歴史に関する様々

な情報を通切かつ効果的に調べま

とめる技能を身につけるようにす

る。 野に入れて構想したり、考察、構想

したことを効果的に説明したり、そ

れらをもとに議論 したりする力を

基う。

回の文化を尊重することの大切さに

ついての白覚などを深める。

我が回の歴史の展開に関わる I  我おヾ国の歴史の展開に関わる
象の意味や意拳、伝統と文化の特■ 1象について、よりよい社会の実現を
などを、時期や年代、推移、しヒ較、 1視野に課題を主体的に探究しようと
相互の関連や現在とのつながりな |す る態度を楼うとともに、多面的・
どに着日して、概念などを活用して 1 多角的な考察や深い理解を通して適

多面的・多角的に考察したり、歴史 1基される日本国民としての白覚、我
にみられる課題を把握し解決を視 |が国の歴史に対する愛情、他回や他

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理論について理解するカ

情報を通切かつ効果的にまとめる

。多面的・多角的

カ

し、判断する

・構想したことを議論したり栽現す

るカ

・粘り強く取り組むカ

・自らの学習を調整するカ
カ

主な

評価方法

小テスト 課題 観察
ペアワーク等

小テスト レポート 発表 課題取組状況

記述

投業中の発言

評価

ノートやレポートの

生徒自己評価と相互

学期 学習内容
学習の劉逹目標

知識 。技能 思考 ,判山F。 表現 1主体的に学習に取り組む鱚度

前
鶏

第 1章 日本文化のあ

けばの

第 2章 古墳とヤマト
政権

旧石器文化・縄文文化

立と変容を大陸との影響に若目kして

理解している。

国家の形成、古墳文化、推苦天皇らの

政権運営や飛鳥文化にういて、中国大

睦・朝鮮半島とのB母連などに若日して

理解している。

古資料をもと て 旧石 器 文イしか

の 生活 :t てヽ考察し、 十 か:こしようとして
ついて、その特色を明

いる

1中 国大睦
。朝鮮半島との関係などに着

十日して、古墳時ぃや推吉朝の政治や文

|イ
との展開:こつヽヽての課題を主体的tt追

1究
しようとしている。

しIt

:弥生時代まで

1表現している。

1中 国の歴史書や国内外の史科に基づ

Iいて日本と中国大陸や朝鮮半島との関

i係から、当時の日本の様子について考

し

察し、表現している。

第3章 律今回家の形

成

第4章 貴族政治の展

開

.律全体制の成立とその展開について、 ・律今体制に基づく上蒐常il度や盛唐文化
|・

平城京の追営と奈虞時代の政治の動
略・唐など中国工朝との関係や文化の 十の影響を負けた天平文化について考察 1向 に注目し、律今体制の展開に関する
影響などに若日し、理解している。   |し 、根撫を示して寂現している。    1課 題を主体的に追究しようとしている。
'律全体制の変容と長関政治と回風文化 1国際関係の変化や浄止信仰などに若 1平安時代の地方の動向が政治や社会
についてその特徴を理解している。   1日 し、平安時代の政治や文化について |に与えた影響を明らかにしようとしてい

1考察し、表現している。        Iる 。



|

第5章 「完政と武士の

躍進

貴族社会や土地制度の変暮などをもと

に、諸資料を調べ、古代から中せの回

家・社会の変春を理解している。

・諸資料から様 な々情報を読み取り、武士

の政治進出について理解している。

武士の合頭の景気や土地制度の仕組 中せ社会の特色について時代を通視す

みを考察し、古代から中世への時代の iる間を表現し、追究しようと与ている。

転換について、根撫を示して表現してい 卜苦代との比較などを通して、中せの特色

る。

武士の土地支配の持つ意味について多

面的、多角的に考察し、表現している。

を迄究しようとしている。

第 6章 武宗政権の成

立

第7章 武家政権の成

長

.諸資料から鎌倉幕府と室町峯府の特徴

やその時代の文化について理解してい

る。
.庶 民の活動や庶民の文化について文化

の地方伝播や戦回大名の登場などを

関連付けて理解している。

i・武票と公家の二元支配と両者に関わる

1文化の特徴について者泰し、根キ拠を示

|して表現している。

|・
戦回大名による富回強兵策に着日し

|て、領国続治の特色について諸資料か

iら考案し、表現している。

i・来・元などユーランアとの交流と経済や

1文化への影響について、主体的に追究

I しようとしている。

「 室町時代に成立した村の自治的運営が

1現代社会における白治とどのように異

Iなるかを主体的に追売しようとしてい

|る。

第 8章 近世の幕開け

第9章 幕導体制の成

立と展開

,幕導体制下の支配体制や封建的身分

秩序の形成に関する諸資料から遠切に

情報を読み取り、江戸時代の社会の構

造を理解している。

・都市の発注と文化の担い手に注目し

て、17世紀の文化と特徴などについ
て、史器を読み取り、理解している。

i,織虫政権の諸政策の目的や、ヨーロッ

|パ諸国の進出がアジアに与えた影響な

|ど
:こつ｀`て 多ヽ角的・多面的:こ考察し、

I表 I見している。

|・
戦乱のない時代が創出された鴛義を踏

|ま え人々の意識おぐどのように変化した

Iのかを考泰し、表現している。

卜幕導体制が車立する過程おける様 な々

1画期について考泰し、主体的に追究し

i ようとしている。

l・近せ前期における交通・流通の発達や

1産業の発達などの様相について、そ?
I推移や展開を明らかにしようとしてい

|る。

後
期

第 iO章 峯導体制の

動機

,幕府・諸藩の窮えや百地―揆などの史

料から情報を協み取り、三大改革や日

沼の諸政策の意機について理解してい

る。

・政治経済と文化の関係などに若目して

19世紀初期の経済や文化について理

解している。

卜幕導体制の動播と文化の展開の関連に I・幕導体制下の社会・経済の仕組みの変

|ついて、諸資料から読み取れる情報を 1化や幕府・諸藩の政策め変化につい

|も とに考窯し、表現していゃ。     |て 、主体的に追究しようとしてぃる。
卜国際情勢の変化と影響などに若日して、卜近世後期に形成された文化と近代以降

1幕府政治の動揺と諸落の動向について |の文化との関係性についてつながりを

|を寮し、表現している。        1見 出そうとしている。

第 II幸 近世から近

代ヘ

第 :2幸 近代国家の

成立

・政治。経済の変化と思想への影響など

に岩日して幕導体制の崩壊と新政権の

成立と中央集権化について理解してい

る。

・諸資料をもとに自由民権運動の展開や

大日本帝口憲法の制定・議会開設にい

たる過程を理解している。

卜日本が直面していた課題を踏まえ、幕末

I維新期の日本の課題を考察し、表現し

|ている。

1諸制度め改革が地域社会にもたらした

1変化やヨーロッパ諸国との関係などに

|ついて考察し、表現している。

卜幕末の政治動乱の過程を考票し、近代

Iの学習へのつなお゙りを主体的に見出そ

| うとしてヽヽる。

|・

自由民権運の展開過程を考察したうえ

Iで、立窟政治の導入がもたらした課題

Iを主体的に追究しようとしている。

第 13章 近代回家の

展開

第 14章 近代の社会と

生活

'日清戦争から第一次世界大戦にいたる

過程について諸資料をもとに理解して

いる。

・産業革命の展開について通切に情報を

読み取り、地域社会においておきた社

会間超について理解している。

,大戦中の日本の動向を踏まえ、アジア

1近隣諸国民が日本の対外姿勢をどの

Iように受け止めたかを考察し、表現して

|いる。

i・

都市の発進や生活の変化など地域推

1会の変春について多角的に考察し、表

I 現しているも

i・
対外的な戦争が日本の近代化において

十どのような意味をもったかについて考察

iし、追究しようとしている。

|・明治期の文化に関わる政府と国民の動

1向を考察することにより、明治文化の特

1色を主体的追究しようとしてヽヽる。

第 15章 熱慌と第ニ

次世界大戦

日して、戦時体制の強化と第二次世昇

大戦の展開について理解している。

'国際社会やアジア近隣諸国との関係に |。消州■変などの対外政策、国内での軍 卜満州事変や国内の国家改造運動の晨

着日して、終慌と国際関係について理 1部の政治的進出などについて多角的・ 1門を考泰すること1通じて、軍部の政治

解している。            1多 面的に考察し、表現している。    1的 合頭がもたらした課題を主体的に追
,戦争の推移と国民生活の影響などに若 |・戦争が拡大した理由について、日本に I究しようとしている。

おける全体主転的な国家体制の進展 十日中戦争から太平洋戦争にいたる過程

について考察し根搬を示して表現して |や 日本政府の対Aを考察することを通

いる。               |じ て、第二次世界大戦期の国際関係に

|ついて主体的イ課題を追究しようとして

|いる。

第 16章 占領下の日

本

第 17章 高度経済成

長の時代

第 ,8章 淑動する政界

と日本

・占領政策の転換による日本の政治や経

済の変化について史料から読み取り、

サンフランシスコ平和条約調印による

日本の主権回復の意義について理解し

ている。

・冷戦やグローバル化の進展の影響など

に若目し、日本の経済成長や高度成長

期の国民生活の変化について理解して

いる。

安定化を考察することを通じて、独立後

の国内政治について主体的に課題を

見出そうとしている。

々戦終結後の国際社会において日本が

どのような役割を果たしてきたのか、自

ら課題を見出して主体的に追究しようと

してヽ`る。

卜戦後の諸改革が連合国の対日占領政

1策に基づくとともに、学争に対する日本

1国 民の反省:こ 支えられ
つつ、実施され

十たことについて考察し、表現している。

1日本が石油危機を乗り越えて経済大匡l

iとなった要因について多面的・多角的

|に考察
し、その結果を表現している。

|

年体制の歴史的鷺義や保守政権の

特考



谷和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材 、

地理・歴史科 世界史探究 (世界史探究β) 3
教科書『詳説 世界史』(世探 701)山 川出版社

授業形態 !ア

ドバ イ ス

等

各クラスで行う一斉投業です。通宜グループ学習やペアワークを取り入れて行います。予習として、捲

ず教科書を読んで、投業に参加してください。定期的に課題を提出してもらいます。

学習の

ねらい

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グ
ローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に養要な公民としての資質・

能力を育成することを目指す。

① 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について,地理的条件や日本の歴史と関連づけながら理解する
とともに,諸資料から世界の歴史に関するさまざまな情報を通切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるよう
にする。

② 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義,特色などを,時期や年代,推移,比較,相互の関
連や現代世界とのつながりなどに着目して,概念などを活用して多面的・多角的に考察したり,歴史に見られる課
題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や,考泰,構想したことを効果的に説明したり,それらを基に議
論したりする力を基う。

③ 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について,よ りよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究じ
ようとする態度を基うとともに,多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚,我
が国の歴史に対する愛情,他回や他国の文化を尊重することの大切さについての白覚などを深める。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

る諸警象について、地理的条件や口 |わる事象の意味や意義、特色などを、 :わる諸事象について、よりよい社会の
の歴史と関連付けながら理解してい 1時期や年代、推移、比較、4目互の関連 1実現を視野に課題を主体的に探究しよ
とと,に、諸資料から世界の歴史に |や現代世界とのつながりなどに着日し
する様々な情報を通切かつ効果的に |て、概念などを活用して多面的。多角
べまとめる技能を身に付けるように 1的に考察したり、歴史に見られる課題

|を
把握し解決を視野に入れて構想した

|り
する力や、考察、構想したことを効

1果的に説明したり、それらを基に議論

|し たりする力を終う。

|の歴史に対する愛情、他国や他国の文

イヒを尊重することの大切さについての

1自党などを深める。

の大きな枠組みと展開に関 Ⅲ界の歴史の大きな枠組みと展開に関 世界の歴史の大き

うとする態度を終うとともに、多面的・

みと展開に関

角的な考察や深い理解を通して涵基

れる日本国民としての自党、我が回
る。

育てたい生徒像

(資質,能力)

との関連

`概念や理論について理解するカ
・情報を効果的にまとめるカ

。課題解決カ

・粘り強く取り組むカ

・自らの学習を調整するカ

構想したことを議論

・多面的・多角的に 判断するカ

表現するカ

主な

評価方法

課題取組状況、ノートやレポートの

記述、投業中の発宮、生徒自己評価と

相互評価等

レポート、定期考査、課題、ペアワーク等

学期 学習内容
学習の到進目標

知識・技能 思考・判断・表現 1主体的に学習に取り指

第 12章

産業革命と環大西洋

革命

第 13奪

イギリスの侵位と欧米

国民国家の形成

。産業革命と環大西洋革命,自 由 |・ 大西洋両岸諸地域の動向や世界市場の形成とアジア諸国 i・「国民国家と近代祉
主義とナショナリズム,商ユヒ戦争の

展開や国際的な分業体制と労働カ

の移動,イギリスを中趙とした自由

貿易体制,アジア諸国の植民地化

と諸改革などを基に,回罠国家と近

代民主主義社会の形成や国際的

な分業体制と労働力の移動,イギリ

スを中鷲とした自由貿易体制,アジ

ア諸国の植民地化と諸改革を構造

的に理解している。

の動向に関わる諸事象の背景や原因,結果や影響,■象相

互の関連,諸地域相互のつながりなどに者日し,主題を設

定し,諸資料を比機したり関連づけたりして読み解き,産業

革命や環大西洋革命の意味や鷺機,自 由主義とナショナリ

ズムの特徴,南ユヒアメリカ大睦の変容や、労働力の移動を促

す要因,イギリスのれ権の特徴,アジア諸国の変容の地域的

な特徴などを多面的・多角的に考察し,表現している。

会の形成」や r世界市

場の形成とアジア誌回

の変容」の内容に対し

て,見通しをもって学習

に取り組もうとしてい

る。



第 i4幸

アジア諸地域の動揺

第

15章

帝回主義とアジアの民

族運動

ズムの高まりを構造的に理解してい

る。

・第二次産業革命と帝国主義諸国 i・列強の対外進出とアジア・アフリカの動向に関わる諸事象

の抗争,アジア諸国の変革などを |の背景や原因,結果や影響,事黛相互の関連,諸地域相互

基に,世界分劇の進展とナショナリ Iのつながりなどにな目し,主題を設定し,諸資料を比被した

「アジア・アフリカ諸国

の統治再編と世昇分

割の進行」の内容に対

して,見通しをもって学

智に取り組もうとしてい

る。

り関連づけたりして読み解き,世界経済の構造的な変化,列

強の帝国主義政策の共通点と相違点,アジア諸国のナショ

ナリズムの特徴などを多面的・多角的に考察し,表現してい

る。

第 16章

第一次世界大戦と世

界の変容

第 17奪

第二次世界大戦と新し

い国際秩序の形成

・第一次世界大戦とロシア革命,ヴ

ェルサイユ・ワシントン体制の形成,

アメリカ合衆回の合頭,アジア・アフ

リカの動向とすショナリズムや、世界

赳慌とファシズムの動向,ヴェルサ

イユ・ワシントン体制の動器などを

基に,第一次世界大戦の展開と普

地域の変容、国際関係の躊張と対

立を構造的に理解している。

・r第一次せ界大戦の

展開r諸地域の変容」

や。「国際協調体制の

動器と第二次世界大

戦」の内容に対して,

見通しをもって学習に

取り組もうとしている。

・第一次世界大戦と大戦後の諸地城の動向と世界苺慌と回

際協調体制の動器に関わる諸■象の背景や原因,結果や

影響,■象相互の関連,諸地域相互のつながりなどにな目

し,主題を言壁定し,諸資料をしと較したり関連づけたりして読

み解き,第一次世界大戦後の国際協調主義の性格,アメリ

カ合衆回の台頭の要因,7ジア・アフリカのサショナリズムの

性格や、世界殻慌に対する諸国家の対A策の共通点と相違
点,ファンズムの特徴,第二次世界大戦に向かう国際関係の

変化の妥因などを多面的・多角的に考察し,表堺している。

第 18幸

冷戦と第二世界の合

頭

第 17章

冷戦の終結と今日の

世界

!集田安全保障と
'争

戦の展開,アジ I

ア・アフリカ諸国の独立と地域連携
|

の動き,平和共存と多極化の進展,|
先進国の経済成長と由〕ヒ問題,原

|

子力の利用などを基に,紛争解決 !

の取り組みと課題,格差の是工の
I

取り組みと課題,知識基盤ぱ会の

展開と課題を理解している。

。「冷戦の世界化と回

際制度」の内容に対し

て,見通しをもって学智

に取り組もうとしてい

る。

・r冷戦の変容・終結と

経済のグローバル化」

の内容に対して,見通

しをもって学習に取り

組もうとしている。

,国際機構の形成と紛争,国際競争の展開と経済格差,科 |

学技術の高度化と知畿基盤ネ上会に関わる諸事象の歴史的
|

背景や原因,結果や影響,事魚相互の関連,請地域相互の
|

つなおfりなどに若日し,主題を設定し,諸資料を比較したり
|

関連づけたりして読み解き,国際違盟と国際連合との共通 |

点と相違点,先進国による経済援助や経済の成長が見られ
|

た地域の特徴,第二次世界大戦後の科学技術の高度化と

政治。経済。社会の変化との関連性などを多面的・多角的に

考察し,表現している。

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

地理・歴史科 世界史研究 (世界史研究)
教科書『詳説 世界史』(世探 701)山川出版社

授業形態・ア

ドバ イ ス

等

「世界史探究β」と相互に関連させながら、各クラスの投業選択者で行う一斉投業です。迫宣グループ

学習やペアワークを取り入れて行います。予習として、教科書を読んで、投業に参加してください。

学習の

ねらい

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グ

ローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な回家次び社会の有為な形成着に蜂要な公民としての資質・

能力を育成することを目指す。

① 世界の歴史の大とな枠組みと展開に関わる諸事象について,地理的条件や日本の歴史と関連づけながら理解する
とともに,諸資料から世界の歴史に関するさまざまな情報を通切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるよう

|こする。                               II   中

② 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義,特色などを,時期や年代,推移,比較,相互の関
連や現代世界とのつながりなどに着日して,概念などを活用して多面的・多角的に考察したり,歴史に見られる課

題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や,考察,構想したことを効果的に説明したり,それらを基に議
論したりする力を養う。

③ 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について,よ りよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究し
ようとする態度を基うとともに,多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚,我
が国の歴史に対する愛惜,他回や他回の文化を尊重することの大切さについてあ白覚などを深める。

評価の観点 知識・技能 思考 ,判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

る諸事象について、地理的条件や日 |わる事象の意味や意義、特色などを、 |わる諸事象について、より

歴史と関連付けながら理解してい 1時期や年代、推移、しヒ較、相互の関連 1実現を視野に課題を主体的

とともに、諸資料から世界の歴史に |や現代世界とのつながりなどに着目じ

する様々な惜報を通切かつ効果的に |て、概念などを活用して多面的・多角

まとめる技能を身に付けるように 1的に考察したり、歴史に見られる課題

:り する力や、考察、構想したことを効 イヒを尊重することの大切さについての

1果的に説明したり、それらを基に議論 1白覚などを深める。

|を把握し解決を視野に入れて構想した Iの歴史に対する愛情、他国や他回の文る

の大きな枠組みと展開に関 1世界の歴史の大きな枠組みヒ に関 世

したりする力を養う。

うとする態度を養うとともに、多面的・

多角的な考察や深い理解を通して瀬養

される日本国民としての白覚、我が国

と展開に関

よい社会の

に探究しよ

大 き

育てたい生徒像

(資質`能力)

との関連

・課題解決カ

・粘り強く取り組むカ

・自らの学習を調整するカ

多 多角的に考察、判断する

・情報を効果的にまとめるカ

理論について理解するカ
。構想したことを議論・表現するカ

主な

評価方法

課題取組状況 ノートやレポートの
記述、投業中の発宮 生徒自己評価
と相互評価等

「世界史探究β」と併せて評価する。

課題 観察 ペアワーク等
「世界史探究β」と併せて評価する。

レポート 発表等

の は せこ の こ の 体での考査は実施せず

学期 学習内容
知戯・技能

学習の到連目裸

思考・判断・表現 !主体的に学習に取り1

前

期

第 12章

産業革命と環大西洋

革命

第 i3幸

イギリスの優位と欧米

国民国家の形成

・産業革命と環大西洋革命,自 由 !

主義とナショナリズム,南〕ヒ戦争の
|

展開や国際的な分業体制と労働力 |

の移動,イギリスを中ドとした自由 I

貿易体制,アジア諸国の植民地化 i

と諸改革などを基に,国民国家と近
|

代民主主務社会の形成や国際的 |

な分業体制と労働力の移動,イギリ !

スを中熾とした自由貿易体制,アジ
|

ア諸国の植民地化と諸故車を構造
|

的に理解している。       |

・大西洋両岸諸地域の動向や世界市場の形成とアジア諸国

の動向に関わる諸事象の背景や原因,結果や影響,事象相

互の関連,諸地城相互のつながりなどにな目し,主題を設

定し,諸資料をしヒ較したり関連づけたりして読み解き,産業

革命や環大西洋革命の意味や意残,自 由主義とすショナリ

ズムの特徴,由〕ヒアメリカ大睦の変容や,労働力の移動を促

す妥因,イギリスの覇権の特徴,アジア諸国め変容の地域的

な特徴などを多面的・多角的に考察し,表現している。

。「国民回家と近代社

会の形成」や「せ暴市

場の形成とアジア講回

の変容」の内容に対し

て,見通しをもって学習

に取り組もうとしてい

る。



第 14幸

アジア譜地域の動揺

第

15幸

帝回主義とアジアの民

族運動

・第二次産業革命と,回主義諸国
の抗争 ,アジア常回の変革などを

基に,世界分割の進展とすショナリ

ズムの高まりを構造的に理解してい

る。

・列強の対外進出とアジア・アフリカの動向に関わる諸事象

の背景や原因,結果や影響,事象相互の関連,諸地域相互

のつながりなどに着目し,主題を設定し,諸資料をとし敬した

り関連づけたりして読み解き,世昇経済の構造的な変化,列

強の

'国
主義政策の共通点と相違点,アジア諸国のナショ

ナリズムの特徴などを多面的・多角的に考泰し,表現してい |々。

る。                              i

i「アジア・アフリカ諸国

|の統治再編と世界分

1制の進行Jの内容に対

Iして,見通しをもって学

1習に取り組もうとしてい

第 16幸

第一次世界大戦と世

罪の変容

第 17幸    ・

第二次世界大戦と新し

い国際秩序の形成

,第一次世界大戦とロシア革命,ヴ |

ェルサイユ・ワンントン体制の形成,I
アメリカ合衆国の合頭,アジア・アフ

|

リカの動向とナショナリズムや、世界 !

恐慌とファシズムの動向,ヴェルサ I

イユ・ワシントン体制の動揺などを
|

基に,第一次世界大戦の展開と諸
|

地域の変容、国際関係の緊張と対
|

立を構造的に理解している。   |

・第一次世界大戦と大戦後の諸地域の動向と世界恐慌と回

際協調体制の動揺に関わる諸事象の背景や原因,結果や

影響,事象相互の関連,諸地域相互のつながりなどに若日

し,主題を設定し,諸資料を比較したり関連づけたりして読

み解き,第一次世界大戦後の回藤協調主義の性格,アメリ

カ合衆回の台頭の要因,アジア・アフリカのナショナリズムの

性格や、世界赳慌に対する諸国家の対A策の共通点と相違
点,ファシズムの特徴,第二次世界大戦に向かう口孫関係の

変化の要因などを多面的。多角的に考察し,表現している。

・r第一次世界大戦の

展開と諸地域の変容」

や。「国際協調体制の

動揺と第二次世界大

戦」の内容に対して,

見通しをもって学習に

取り組もうとしている。

第 18章

倉戦と第二世界の台

頭

第 19章

冷戦の終結と今日の

世界

・集団安全保障と冷戦の展開,アジ

ア・アフリカ諸国の独立と地域連携

の動き,平和共存と多極化の進展,

先進国の経済成長と商光問題,原

子力の利用などを基に,紛争解決

の取り組みと課題,格差の是工の

取り組みと課題 ,去。曲基盤社会の

展開と諫題を理解している。

・国際機構の形成と紛争,回豫競争の展開と経済構差,科 |

学技術の高度化と知曲基盤社会に関わら諸事象の歴史的 |

背景や原因,結果や影響,事象相互の間違,諸地域相互の
|

つなおせりなどに若目し,主題をit定 し,諸資料を比較したり
|

関連づけたりして読み解き,国際連盟と国際連合との共通 I

点と担違点,ゎ進国による経済援助や経済の成長が見られ |

た地域の特徴,第二次世界大戦後の科学技術の高度化と
|

政治。経済・社会の変イととの関連性などを多面的・多角的:こ
|

考察し,表現している。                |

・「冷戦の世界化と回

隠出l皮」の内容に対し

て,見通しをもって学習

に取り組もうとしてい

る。

・r冷戦の変容・終結と

経済のグローバル化」

の内容に対して,見通

しをもって学習に取り

組もうとしている。

備考

この授業単体での考査は実施せず「世界史探究β」と併せて評価する。



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

地理・歴史科 世界史考察 (世界史考察) 2
教科書『詳説 世界史』(世探 701)山川出版社

学習の

ねらい

社会的事象の歴史的な見方と考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グ
ローパル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・

能力を育成することを目指す。

① ■界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について,地理的条件や日本の歴史と関連づけながら理解する
とともに,諸資料から世界の歴史に関するさまざまな情報を通切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるよう
にする。

② 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義,特色などを,時期や年代,推移,比較,相互の関
連や現代世界とのつながりなどに着目して,概念などを活用して多面的・多角的に考察したり,歴史に見られる課
題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や,考察,構想したことを効果的に説明したり,それらを基に議
論したりする力を獲う。

③ 世界の歴史の大をな枠組みと展開に関わる諸事象について,よ りよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究し
ようとする態度を養うとともに,多面的。多角的な考察や深い理解を通して涵楼される日本国民としての白覚,我
が国の歴史に対する愛情,他回や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

授業形態・ア

ドパ イ ス

等

世界史探究βと担二に関連させながら、各クラスの世界史選択者で行う一斉投業です。定期考査は実施
しません。小テストや演習問題、課題やレポートの取り組み状況から総合的に評価をします。迪宜グル
ープ学習やペアワークを取り入れて行います。 2年次の既習範田も含めた、世界史探究βの学習内容の
補足やまとめを中ミに行います。

評価の観点 技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

iわ る事象の意味や意義、特色などを、

1時期や年ド、推移、比較、押互の関連

|や現代世界とのつながりなどに着日し

|て、概念などを活用して多面的・多角

I的に考察したり、歴史に見られる課題

I世界の歴史の大きな枠組みと展開に関

|わ
る諸事皐について、よりよい社会の

1実現を視野に課題を主体的に探究しよ

|う
とする態度を基うとともに、多面的・

1多角的な考察や深い理解を通して涵基

|される日本国民としての自覚、我が国

|の歴史に対する愛情、他国や他回の文

肯ヒを尊重することの大切さ|こつとヽての
1白 覚などを深める。

|

!果的に説明した

Iし たりする力を

り、それらを基に議論

養う。

歴史の大き

るとともに、諸資料から世界の歴史に

みと展開に関

を把握し解決を視野に入れて構想した

りする力や、考察、構想したことを効

と展開に関 I世界の歴史の大き

る諸事象について、地理的条件や日

の歴史と間違付けながら理解してい

する様々な情報を通切かつ効果的に

べまとめる技能を身に付けるように

る。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

・課題解決カ

・粘り強く取り組むカ

・自らの学習を調整するカ

概念や理論について するカ
・情報を効果的にまとめるカ 。構想したことを議論

判断するカ

表現するカ

。多面的・多角的に

主な

評価方法

小テスト 課題 等
生徒自己評価と相互評価 等

レ ―卜 発表 課題 等

学期 学習内容
学習の到建日穏

知識・技能 尽考・判断・表現 1主体的に学習に取り組む態度

前

期

後
期

I諸地域世界の歴
史的特質の形成

(古代)
2諸地域の交流・再

編(中世・近世)

3諸地域の結合・変

容(近代)
4地球世界の課題

(現代)

古代から現代までの各時代

の大きな枠組みと展開に関

わる諸事象について、地理的

条件や日本の歴史と間違付

けながら理解 しているとと

もに、諸資料から世界の歴史

に関する様々な情報を通切

かつ効果的に調べまとめる

技能を身に付けている。

から現代までの各時代の大き

みと展開に関わる事象の意味や意義、特

色などを、時期や年代、推移、比較、相互

の関連や現代世界とのつながりなどに着

日して、概念などを活用して多面的・多

角的に考察したり、歴史に見られる課題

を把握じ解決を視野に入れて構想したり

する力や、考察、構想したことを効果的
に説明したり、それらを基に議論したり

する力を身に付けている

代から現代までの各時

代の特質や、諸地域間の交

流尋編、結合・変容、現代

の課題といった学習内容に

対して,見通しをもって学習

に取り組もうとしている。

特を



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

学習の

ねらい

地理総合の学習によって身につけた資質・能力をもとに,社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ,課題を追究
したり解決したりする活動を通して,広い視野に立ち,グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な
回家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力を基う。

投業形態

ア ドバイス

など

授業形態は,各クラスでの一斉授業となります。通宣,グループ学習やペアワークを取り入れていきます。積極的に

参加することで患考力や表現力を養いましょう。定期的に課題も提出してもらぃます。年に5回定期考査を実施する
予定です。

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

地理歴史 地理探究 3

新詳 地理探究 (帝国書院)
新詳 高等地図 (帝回書院)
新編 地理資料 2025(と うほう)
データブックオブザヮールド2025(二 宮書店)

地理用語集  (山川出版)

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

世界の生活文化の多様性や,防 地理に関わる事象の意味や意義,特 地理に関わる ついて,よ り
的課題へめ取組などを理解 1色や相互の関連を,位置や分布,場所, よい社会の実現を視野にそこで見られ

るとともに,地図や地理情報システ 1人間と自然環境との相互依存関係,空
などを用いて,調査や諸資料から地 1間的相互依存作用,地域などに着日し

課題を主体的に追究,解決しようと
る態度を基うとともに,多面的・多
的な考察や深い理解を通して涵基さ関する様々な情報を通切かつ効果 |て ,概念などを活用して多面的・多角

に調べまとめる技能を身に付けるこ 1的に考察したり,地理的な課題の解決
|れ
る日本国民としての白覚,我が国の

十回土に対する愛情,世界の諸地域の多

1様な生活文化を尊重しようとすること

とができる。 ド向けて構想したりする力や,考客,
特想したことを効果的に説明したりす
ることができる。さらに,それらをも |の大切さについての自覚などを持つこ
とに議論したりすることができる。  |と ができる。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との間違

主体的にときる平和で民主的な国 社会的事象について,地理的な見方

や考え方を働かせ,多 面的・多角的に

考察したり白らの考えを表現したり

する力Ъ

い視野に立ち , ローバル化する
及び社会の有為な形成者に舛要な公

民としての重要な資質 。能力。

国際社会において,世界の諸地域の

課題を追究したり解決したりする活

動に主体的に取り組む力。

主な

評価方法

定期考査

観察

ペアワーク

定期考査

レポート

発表

ノートやレポートの記述

投業中の発宮

生徒の自己評価と4目互評価



学習内容
患考・判断・表現知識・技能 主体的に学習に取り組む題度

学期

第3草 交通・通信と観光,貿易

I交通・通信
2観光
3貿易と経済圏

第4章 人口,村落・都市

I人 ロ

2人口問題
3村落と都市
4都市・居住問題

第5章 生活文化,民族と宗教

I衣食住
2民族・宗教と民族問題
3国家の領城と領土問題

6師 第3次産業

第2章 資源と 展し,物やサー

への需要が高まうたため,主

力の産業となった第 3次産
業の現状はどのようになって

いるかについて理解 してい

る。

交通・通信網と物流や人の移

動に関する運輸,観光などに

関わる諸事象をもとに,それ

らの事象の空間的な規則性,

傾向性や,交通・通信,観光

に関わる問題の現状や要因,

解決に向けた取り組みなどに

ついて理解している。

人口,都市・村落などに関わ

る諸事象をもとに,それらの

事象の空間的な規則性,傾

向性や,人 口,居住 ,都市問

題の現状や要因,解決に向け

た取り組みなどについて理解

している。 ‐

生活文化,民族・宗教などに

関わる諸事象をもとに,それ

らの事象の空間的な規則性,

傾向性や,民族,領土問題の

現状や要因,解決に向けた取

り組みなどについて理解して

いる。

し,物やサービス

への需要が高まったため,主

力の産業となった第 3次産
業の現状はどのようになって

いるかについて,多 面的・多

角的に考察し,表現している。

交通・通信網と物流や人の移

動に関する運輸,観光などに

関わる諸事象について,場所

の特徴や場所の結びつきな

ど|こ着日して,主題を設定し,

それらの事象の空間的な規

則性,傾向性や,間違する地

球的課題の要因や動向など

を多面的・多角的に考察し,

表現している。

人口,都市・村落などに関わ

る諸事象について,場所の特

徴や場所の結びつきなどに

着日して,主題を設定し,それ

らの事象の空吊亀的な規則性,

傾向性や,関連する地球的課

i題の要因や動向などを多面

的・多角的に考察し,表現し

ている。

生活文化,民族・宗教などに

関わる諸事象について,場所

の特徴や場所の結びつきな

ど|こ着日して,主題を設定し,

それらの事象の空間的な規

則性,傾向性や,関連する地

球的課題の要因や動向など

を多面的。多角的に考察し,

表現している。

第 3次産業について,よりよ
い社会の実現を視野にそこで

みられる課題を主体的に追究

しようとしている。

交通・通信,観光について,よ

りよい社会の実現を視野にそ

こでみられる課題を主体的に

追究しようとしている。

人口,村落・都市について,よ

りよい社会の実現を視野にそ

こでみられる課題を主体的に

追究しようとしている。

生活文化,民族・宗教につい

て,よりよい社会の実現を視

野にそこでみられる課題を主

体的に追究しようとしている。



第 1章 現代世界の地域区分

I地域区分

第2章 現代世界の諸地域

I中国

5西アジアと中央アジア

6北アフリカとサハラ以南のアフリ
カ

2韓国

3 ASEAN諸 国

4インド

7 EU諸国

第2部 現代世 いくつかの地域に区分した現

代世界の諸地域をもとに,諸

地域にみられる地域的特色

や地球的課題などについて

理解している。

工業化や経済発展が著しく,

世界経済に大きな影響を与

えている中国について,民族

や産業など地域を構成するさ

まざまな事象を項目ごとに整

理して理解していると

日本と地理的なEE離が近く,

急速な経済成長を送げてい

る韓国について,自然環境や

歴史と生活文化,産業など地

域を構成するさまざまな事象

を項目ごと|こ整理して理解し

ている。

古くから農業が盛んで,近年

急速に工業化が進んでいる

ASEAN諸 国について,文
化・民族や産業など地域を構

成するさまざまな事象を項目

ごとに整理して理解している.

近年急速に経済が成長して

いるインドについて,産業の発

展や農村・社会の変化,国内

の経済格差をはじめとする課

題を,経済成長に関連づけて

理解している。

自然環境や生活文化で共通

点が多くみられるが,異なる

歴史的経緯や地域ごとの特

殊性もある西アジアと中央ア

ジアについて,二つの地域を

比較し,一般性や地域の特殊

性を理解している。

アフリカとしてのまとまりをも

つている一方で,大きく異なる

点も多々ある北アフリカとサ

ハラ以南アフリカについて,
二つの地域を比較し,類似す

る一般性や地域の特殊性を

理解している。

三度の世界大戦を機に EU
を中ミとした政治・経済の統

合を進めているヨーロッパに

ついて,民族や産業など地域

現代世界の諸地域について,

地域の結びつき,構造や変容

などに着日して,主題を設定

し,地域的特色や地球的課

題などを多面的・多角的に考

察し,表現している。

工業化や経済発展が著しく,

世界経済に大きな影響を与

えている中国について,民族

や産業など地域を構成するさ

まざまな事象を項目ごとに整

理して,多 面的・多角的に考

察し,表現している。

日本と地理的な距離が近く,

急速な経済成長を逃げてい

る韓国について,自 然環境や

歴史と生活文化,産業など地

域を構成するさまざまな事象

を項目ごとに整理して,多 面

的・多角的に考察し,表現し

ている。

古くから農業が盛んで,近年

急速に工業化が進んでいる

ASEAN諸 国について,文
化・民族や産業など地域を構

成するさまざまな事象を項目

ごとに整理して,多 面的・多

角的に考察し,表現している。

近年急速に経済が成長して

いるインドについて,産業の発

展ギ農村・社会の変化,国内

の経済格差をはじめとする課

題を,経済成長に間違づけ

て,多面的,多角的に考察し,

表現している。

自然環境や生活文化で共通

点が多くみられるが,異なる

歴史的終緯や地域ごとの特

殊性もある西アジアと中央ア

ジアについて,二つの地域を

しヒ較し,一般性や地域の特殊

性を多面的。多角的に考察

し,表現している。

アフリカとしてのまとまりをも

つている一方で,大きく異なる

点も多々ある光アフリカとサ

ハラ以由アフリカについて,
二つの地域を比較し,類似す

る一般性や地域の特殊性を,

多面的・多角的に考察し,表

現している。

二度の世界大戦を機に EU
を中′ことした政治。経済の統

合を進めているコーロッパに

ついて,民族や産業など地域

現代世界の諸地域について,

よりよい社会の実現を視野に

そこでみられる課題を主体的

に追究しようとしている。

中国について,よりよい社会

の実現を視野にそこでみられ

る課題を主体的に追究しよう

としている。

韓国について,よ りよい社会

の実現を視野にそこでみられ

る課題を主体的に追究しよう

としている。

ASEAN諸国について,よりよ
い社会の実現を視野にそこで

みられる課題を主体的に追究

しようとしている。

インドについて,よりよい社会

の実現を視野にそこでみられ

る課題を主体的に追究しよう

としている。

西アジアと中央アジアについ

て,よ りよい社会の実現を視

野にそこでみられる課題を主

体的に追究しようとしている。

北アフリカとサハラ以由アフリ

カについて,よりよい社会の実

現を視野にそこでみられる課

題を主体的に追究しようとし

ている。

EU諸国について,よりよい社
会の実現を視野にそこでみら

れる課題を主体的に追究しよ

うとしている。



II オーストラリアとニュージーラン

ド

第3部 現代世界におけるこれから

の日本の国主像

第 1章 持続可能な国土像の探究

I将来の回上の在り方
2持続可能な日本の国土像の探
究

8ロシア

9アメリカ合衆回

iOラテンアメリカ

を構成するさまざまな事象を

項目ごとに整理して理解して

いる。

かつて社会主義日だつたが ,

1990年代に国家体制が変
化し,現在は新しい回づく1)を

進めているロシアについて,

農業や工業を国家体制の変

化に関連づけて理解してい

る。

移民国家としての多様性をも

ち,世界有数の農業国であ

り,先端技術産業でも世界を

リードしているアメリカ合衆回

について,地域を構成するさ

まざまな事象を項目ごとに整

理して理解している。

かつてヨーロツパ諸国の植民

地であった歴史的背景があ

り,それが人々の生活や現在

の産業にも深く関わっている

ラテンアメリカについて,文化

や農業・工業をヨーロッパの

影響と関連づけて理解してい

る。

商半球にある地理的位置や

移民の回という共通点がある

が,自然環境や産業で違いも

みられるオーストラリアとニュ

ージーランドについて,二つの

回を比較し,類似する一般性

や地域の特殊性を理解して

ヽ`る。

現代世界におけるこれからの

日本の回土像の探究をもと

に,我が国が抱える地理的な

諸課題の解決の方向性や将

来の回上の在り方などを構

想することの重要性や,探究

する手法などについて理解し

ている。

を構成するさまざまな事象を

項目ごとに整理して,多 面

的。多角的に考察し,表現し

ている。

かつて社会主義回だったが,

1990年代に国家体制が変
化し,現在は新しい回づくりを

進めているロシアについて,

農業や工業を国家体制め変

化に関連づけて,多面的。多

角的に考察し,表現している。

移民国家としての多様性をも

ち,世界有数の農業国であ

り,先端技術産業でも世界を

リードしているアメリカ合衆回

について,地域を構成するさ

まざまな事象を項目ごとに整

理して,多 面的・多角的に考

察し,表現している。

かつてヨーロツパ諸国の植民

地であつた歴史的背景があ

り,それが人々の生活や現在

の産業にも深く関わっている

ラテンアメリカについて,文化

や農業・工業をヨーロッパの

影響と関連づけて,多 面的・

多角的に考察し,表現してい

る。

由半球にある地理的位置や

移民の国という共通点がある

が,自然環境や産業で違いも

みられるオ=ス トラリアとニュ

ージーランドについて,二っの

回を比較し,類似する一般性

や地域の特殊性を,多面的・

多角的に考察し,表現してい

る。

現代世界におけるこれからの

日本の回土像について,地域

の結びつき,構造や変容,持

続可能な社会づくりなどに着

日して,主題を設定し,我が

回が抱える地理的な諸課題

の解決の方向性や将来の回

上の在り方などを多面的・多

角的に探究し,表現している。

ロシアについて,よりよい社会

の実現を視野にそこでみられ

る課題を主体的に追究しよう

としている。

アメリカ合衆国について,よ り

よい社会の実現を視野にそこ

でみられる課題を主体的に追

究しようとしている。

ラテンアメリカについて,よりよ

い社会の実現を視野にそこで

みられる課題を主体的に追究

しようとしている。

オーストラリアとニュージーラ

ンドについて,よ りよい社会の

実現を視野にそこでみられる

課題を主体的に追究しようと

している。

持続可能な回土像の探究に

ついて,よ りよい社会の実現

を視野にそこでみられる課題

を主体的に探究しようとして

も`る。

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シ ラ バ ス

投業形態

ア ドバイス

など

各クラス (講座)で行うr斉授業です。授業中は、しっかりと学習内容の理解に努めてください。授業
後は、 しっかりと復習して次の授業に臨むことが大切です。

教科名 科日名 (校内名称) 単位数 教  材

公 民 政治・経済 2 『詳述政治・経済』(実教出版)

『つかむ公共・政経』(浜島書店)

学習の

ねらい

:社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための手掛かりとなる概念や理論な

どについて理解するとともに,諸資料から,社会の在り方に関わる情報を通切かつ効果的に調べまと
める技能を身に付けるようにする。(知識・技能)

・国家及び社会の形成者として撼要な選択・判断の基準となる考え方や政治・経済に関する概念や理論

などを活用して,現実社会に見られる複雑な課題を把握し,説明するとともに,身に付けた判断基準
を根拠に構想する力や,構想したことの妥当性や効果,実現可能性などを指標にして議論し公工に判
断して,合意形成や社会参画に向かう力を巻う。(思考・判断・表現)
。よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度を基うとともに,多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵基される,国民主権を担う公民として,自国を愛し,その

平和と繁栄を図ることや,我が国及び国際社会において国家及び社会の形成に,よ り積極的な役割を
果たそうとする自覚などを深める。(主体的に学習に取り組む態度)

評価の観点 知識・技能 思考・判断 i表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

社会の在 り方に関わる現実社

会の諸課題の解決に向けて探

究するための手掛かりとなる

概念や理論などについて理解

するとともに,諸資料から,社
会の在 り方に関わる情報 を通

切かつ効果的に調べまとめる

技能を身に付けるようとして

いるかどうか。

国家及び社会の形成者として

盤要な選択・判断の基準となる

考え方や政治・経済に関する概

念や理論などを活用して,現実
社会に見られる複雑な課題を

把握し,説明するとともに,身
に付けた判断基準を根拠に構

想する力や,構想したことの妥
当性や効果,実現可能性などを

指標にして議論し公工に判断

して,合意形成や社会参画に向
かっているかどうかり

よりよい社会の実現のために

現実社会の諸課題を主体的に

解決 しようとする態度を養う

とともに,多面的・多角的な考

察や深い理解を通して涵基さ

れる,国民主権を担う公民とし

て,自 口を愛し,その平和と繁

栄を図ることや,我が回及び国

際社会において国家及び社会

の形成に,よ り積極的な役割を

果たそうとする自覚などを深

めているかどうか。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

概念や理論について理解する

カ

・情報を効果的にまとめるカ

・多面的・多角的に考察・判断す

るカ

・構想したことを議論・表現する

カ

・課題解決カ

・粘り強く取り組むカ

・自らの学習を調整するカ

主な

評価方法

1定期考査

ノー ト

発表

課題取り組み状況

ノー ト提出

振 り退リシート

定期考査

ノー ト



学期 学習内容
学習の到注目標

狭口識・技能
|  1  

思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期

第 1部 現代日本における政
治。経済の諸問題

第 1編 現代日本の政治

第 1華 民主政治の基本原理

第 2章 日本国憲法の基本的
性格

第 3章 日本の政治機構
第 4章 現代日本の政治
第 2編 現代日本の経済
I章 経済社会の変容

2章 現代経済のしくみ
3幸 現代経済と福社の向

第

第

第

上

民主政治の基本原理、日

本国憲法の基本原理や

内容、日本の政治機構な

どを理解している。

近代経済の変遅、現代経

済のしくみ、現代社会にお

ける福社の向上につぃて

理解している。

民主政治の基本原理、日

本国憲法の基本原理や

内容、日本の政治機構な

どを理解したうえで、政治

の本質について考察し、

表現している。

近代経済の変邊、現代経

済のしくみ、現代社会にお

ける福社の向上について

理解したうえで、経済の本

質について考察し、表現し

ている。

現代の政治や経済の諸問

題という学習内容に対し

て、見通しをもって意欲的

に学習に取り組もうとして

いる。

後
期

第 2部 グローバル化する国際

社会の諸課題

第 1編 現代の国際政治

第 2編 現代の国際経済

第 3痛 国際社会の諸課題の

探究

現代の国際政治、現代の

国際経済、国際社会の諾

問題について多面的・多

角的に理解している。

現代の国際政治、現代の

国際経済、国際社会の諸

問題について多面的・多

角的に理解したうえで、諸

問題について考察し、表

現している。

国際社会の諸問題という

学習内容に対して、見通し

をもって意欲的に学習に

取り組もうとしている。

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 3年 シラバス

学習の

ねらい

地理総合の学習によって身につけた資質・能力をもとに,社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ,課題を追究
したり解決したりする活動を通して,広い視野に立ち,グローパル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な

国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力を養う。

投業形態

アドバイス

など

投業形態は,各 クラスでの一斉投業となります。適宜,グループ学習やペアワークを取り入れていきます。積極的に

参加することで思考力や表現力を養いましょう。定期的に課題も提出してもらいます。年に5回 定期考査を実施する

予定です。

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

地理歴史 地理探究 4

新詳 地理探究 (帝国書院)
新詳 高等地図 (帝国書院)
新編 地理資料 2025(と うほう)
データブックォブザヮール ド2025(二 宮書店)

地理用語集  (山川出版)

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

世界の生活文化の多様性や,防災, 1地理に る 象の や意義,特 1 地理に関わる諸事象につぃて,よ り
的課題への取組などを理解

るとともに,地図や地理情報システ
などを用いて,調査や諸資料から地
関する様々な情報を通切かつ効果

に調べまとめる技能を身に付けるこ

とお゙できる。

1色
や相互の関連を,位置や分布,場所,|よい社会の実現を視野にそこで見られ

1人間と自然環境との相互依存関係,空 |る課題を主体的に追究,解決しようと

1間的相互依存作用,地域などに着目じ |す る態度を基うとと|に ,多面的・多
|て ,概念などを活用して多面的・多角 声』的な考察や深い理解を通して涵装さ
1的に考察したり,地理的な課題の解決 |れる日本回民としての白覚,我が回の
iに向けて構想したりする力や,考察, I回土に対する愛情,世界の諸地域の多
結想したことを効果的に説明したりす I様な生活文化を尊重しようとすること

|る
ことがで苧る。さらに,それらをも |の大切さについてめ自党などを持つこ

|と
に議論したりすることができる。  |と ができる。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

主体的に生きる平和 民主的な国家

及び社会の有為な形成者に必要な公

民としての重要な資質・能力。

や考え方を働かせ,多面的・多角的に

考察したり自らの考えを表現したり

する力。

広い視野に立ち,グロニパル化する

国際社会において,世界の諸地域の

課題を追究したり解決したりする活

動に主体的に取り組む力。

社会的亭象について,地理的な見

主な

評価方法

ノートやレポr卜 の記述

授業中の発宮

生徒の自己評価と相互評価

定期考査

観察

ペアワーク

定期考査

ポ

寝

レ

発

ト



学習の到連日標
学期 学習内容

知識・技能 思考 :判断・表現 1主体的に学習に取り組む態度

I農業の発連と分布
2農業の地域区分
3現代世界の農業の現状と課題
4日 本の農業の現状と課題
5世界と日本の林業
6世界と日本の水産業

3節 エネルギー・鉱産資源

Iエネルギー資源の種類と利用
2化石燃料の分布と利用
3電力の利用
4鉱産資源の種類と利用

4節 資源・エネルギー問題

I資源・エネルギーをめぐる課題
2日本の資源・エネルギー問題

5節 工業

I工業の発違と種類
2工業の立地
3世界の工業地域
4現代世界の工業の現状と課題
5工業の知識産業化とスタートア
ップ企業

6日 本の工業

第3章 交通・通信と観光,貿易

1交通・通信
2観光
3貿易と経済圏

第4章 人口,村奉・都市

1人ロ
2人口問題
3村落と都市
4都市・居住問題

2節 食料問題

I世界の食料問題
2日 本の食料問題

第2章 資源と産業

6節 第3次産業

世界の農林水産 :こ

ついて,自然環境とどのように

関わっているかについて理解

している。

の分 について

Iの背景を考客することができ

|る。

食料の分配の世界的な偏り

や,飽食や飢餓の原因につい

て理解している。

世界のエネルギー・鉱産資源

の分布の偏りや,生産や消費

の不均衡をなくすためにどの

ようなことが行われているか

について理解している。

資源・エネルギー問題につい

て,社会的背景をもとに理解

している。

工業はどのように発展し,現

在はどのような分野や地域が

中鳶となり,どのように変わろ

うとしているかについて理解

している。

経済が発展し,物やサービス

ヘの需要が高まったため,主

力の産業となった第 3次産
業の現状はどのようになつて

いるかについて理解してい

る。

交通・通信網と物流や人の移

動に関する運輸,観光などに

関わる諸事象をもとに,それ

らの事象の空間的な規則性 ,

傾向性や,交通・通信,観光

に関わる問題の現状や要因,

解決に向けた取り組みなどに

ついて理解している。

人口,都市・村落などに関わ

る諸事象をもとに,それらの

事象の空間的な規則性,傾

向性や,人 口,居住・都市問

題の現状や要因,解決に向け

た取り組みなどについて理解

している。

世界の食料問題の原因や背

景について,多 面的・多角的

に考察し,表現することがで

きる。

エネルギーや電力についての

課題を考察することができ

る。

資源・エネルギー問題につい

て持続可能な社会の構築に

ために必要なことを多面的・

多角的に考泰し,表現するこ

とができる。

グローバルな視点に立ち,今

後の工業の発展にはどのよう

な取り組みが終要か考察し,

表現することができる。

経済が発展し,物やサービス

ヘの需要が高まったため,主

力の産業となった第 3次産
業の現状はどのようになって

いるかについて,多 面的・多

角的に考察し,表現している。

交通・通信網と物流や人の移

動に関する運輸,観光などに

関わる諸事象について,場所

の特徴や場所の結びつきな

どに者目して,主題を設定し,

それらの事象の空間的な規

則性,傾向性や,関連する地

球的課題の要因や動向など

を多面的,多角的に考察し,

表現している。

人口,都市・村落などに関わ

る諸事象について,場所の特

徴や場所の結びつきなどに

着日して,主題を設定し,それ

らの事象の空間的な規則性,

傾向性や,関連する地球的課

題の要因や動向などを多面

的・多角的に考察し,表現し

ている。

な農林水産業のあ

り方について,課題を主体的

に追究しようとしている。

飢餓の解決におけて雖要な

取り組みを調べたり,発表した

りすること力ぐできる。

持続可能な社会に向けて、今

後のエネルギーや電力のあり

方について探究しようとしてい

る。

エネルギー・鉱産資源につい

て,よりよい社会の実現を視

野にそこでみられる課題を主

体的に追究しようとしている

持続可能な社会の構築にむ

けて,今後の工業のあり方に

ついて主体的に追究しようと

している。

第 3次産業について,よりよ
い社会の実現を視野にそこで

みられる課題を主体的に追究

しようとしても`る。

交通・通信,観光について,よ

りよい社会の実現を視野にそ

こでみられる課題を主体的に

追究しようとしている。

人口,村落・都市につぃて,よ

りよい社会の実現を視野にそ

こでみられる課題を主体的に

追究しようとしている。



第5章 生活文化,民族と宗教

I衣食住
2民族・宗教と民族問題
3国家の領域と領土問題

生活文化,民族・宗教などに

関々る諸事象をもとに,それ

らの事象の空間的な規則性,

傾向性や,民族〕領土問題の

現状や要因卜解決に向けた取

り組みなどについて理解して

いる。

生活文化,民族・宗教などに

関わる諸事象について,場所

の特徴や場所の結びつきな

どに着日して,主周ζを設定し,

それらの手象の空間的な規

則性,傾向性や,関連する地

球的課題の晏因や動向など

を多面的 ,多角的に考察し,

表現している。

生活業化,民族・宗教につい

て,よ りよい社会の実現を視

野にそこでみられる課題を主

体的に追究しようとしてヽヽる。



第2部 現代世界の地業的考察

第 1章 現代世界の地域区分

i地域区分

第2草 現代世界の諸地域

I中国

5西アジアと中央アジア

6光 7フ リカとサハラ以商のアフリ
カ

2韓回

3 ASEAN諸国

4インド

いくつかの 区分した現

代世界の諸地域をもと|こ ,諸

地域にみられる地域的特色

や地球的課題などについて

理解している。

工業化や癬済発展が著しく,

世界経済に大きな影響を与

えている中国について,民族

や産業など地域を構成するさ

まざまな事象を項目ごとに整

理して理解している。

日本と地理的な距離が近く,

急速な経済成長を進げてい

る韓回について,自然環境や

歴史と生活文化,産業など地

域を構成するさまざまな事象

を項目ごとに整理して理解し

ている。

古くから農業が盛んで,近年

急速に工業化が進んでぃる

ASEAN諸 国について,文
化・民族や産業など地域を構

成するさまざまな事象を項目

ごとに整理して理解している。

近年急速に経済が成長して

いるインドについて,産業の発

展や農村 ,社会の変化,国内

の経済格差をはじめとする課

題を,経済成長に関連づけて

理解している。

自然環境や生活文化で共通

点が多くみられるが,異なる

歴史的経停や地域ごとの特

殊性もある西アジアと中央ア

ジアについて,二つの地域を

比較し,一般性や地域の特殊

性を理解している。

アフリカとしてのまとまりをも

っている一方で,大きく異なる

点も多々ある光アフリカとサ

ハラ以商アフリカについて,

こうの地域を比較し,類似す

る一般性や地城の特殊性を

理解している。

現代世界の諸地域について,

地域の結びつき,構造や変容

などに若日して,主題を設定

し,地域的特色や地球的課

題などを多面的・多角的に考

察し,表現している。

工業化や経済発展が著しく,

世界経済に大きな影響を与

えている中国に,いて,民族

や産業など地域を構成するさ

まざまな事象を項目ごとに整

理して,多 面的・多角的に考

察し,表現している。

日本と地理的な距離が近く,

急速な経済成長を逃げてい

る韓国について,自然環境や

歴史と生活文化,産業など地

域を構成するさまざまな事象
|

を項目ごとに整理して,多 面
|

的・多角的に考察し,表現し |

ている。       |

古くから農業が盛んで,近年

急速に工業化が進んでいる

ASEAN諸 国について,文
化・民族や産業など地域を構

成するさまざまな事象を項目

ごとに整理して,多 面的・多

角的に考察し,表現している。

近年急速に経済が成長して

いるインドについて,産業の発

展や農村・社会の変化,国内

の経済格差をはじめとする課

題を,経 ,ヽ洋成長に関連づけ

て,多面的・多角的に考察し,

表現している。

自然環境や生活文化で共通

点が多くみられるが,異なる

歴史的経緯や地域ごとの特

殊性もある西アジアと中央ア

ジアについて,二つの地域を

比較し,一般性や地域の特殊

性を多面的・多角的に考察

し,表現している。

アフリカとしてのまとまりをも

っている一方で,大きく異なる

点も多々ある北アフリカとサ

ハラ以由アフリカについて,

二つの地域を比較し,類似す

る一般性や地域の特殊性を,

多面的・多角的に考察し,表

現している。

現代世界の諸地域について,

よりよい社会の実現をi見野に

そこでみられる課題を主体的

に追究しようとしている。

中国について,よりよい社会

の実現を視野にそこでみられ

る課題を主体的に追究しよう

としている。

韓回について,よりよい社会

の実現を視野にそこでみられ

る課題を主体的に追究しよう

としている。

ASEAN諸国について,よりよ
い社会の実現を視野にそこで

みられる課題を主体的に追究

しようとしてとヽる。

インドについて,よりよい社会

の実現を視野にそこでみられ

る課題を主体的に追究しよう

としている。

西アジアと中央アジアについ

て,よ りよい社会の実現を視

野にそこでみられる課題を主

体的に追究しようとしている。

北アフリカとサハラ以商アフリ

カについて,よりよい社会の実

現を視野にそこでみられる課

題を主体的に追究しようとし

ている。



lIオーストラリアとニュージーラン
ド

第3部 現代世界におけるこれから

の日本の回土像

第 1章 持続可能な回上像の探究

I将来の回上の在り方
2持続可能な日本の目土像の探
究

7 EU

8ロシア

9アメリカ合衆回

iOラテンアメリガ
I

二度の世界大戦を機に EU
を中:せとした政治。経済の統

合を進めているヨーロッパに

ついて,民族や産業など地域

を構成するさまざまな事象を

項目ごとに整理して理解して

いる。

かつて社会主義回だつたが,|
1990年代に国家体制が変
化し,現在は新しい国づくりを

進めているロシアについて,

農業や工業を国家体制の変

化に間違づけて理解してい

る。

移民国家としての多様性をも

ち,世界有数の農業国であ

り,先端技術産業でも世界を

リードしているアメリカ合衆国

にういて,地域を構成するさ

まざまな事象を項目ごとに整

理して理解している。

かつてヨーロッパ諸国の植民

地であった歴史的背景があ

り,それが人々の生活や現在

の産業にも深く関わっている

ラテンアメリカについて,文化

や農業・工業をヨーロッパの

影響と関連づけて理解してい

る。

由半球にある地理的位置や

移民の回という共通点がある

が,自然環境や産業で違いも

みられるオーストラリアとニュ

ージ■ランドについて,二つの

回をしヒ較し,類似する一般性

や地域の特殊性を理解して

も`る。

現代世界におけるこれからの

日本の回土像の探究をもと

に,我が回が抱える地理的な

諸課題の解決の方向性や揺

来の回上の在り方などを構

想することの重要性や:探究

する手法などについて理解し

ている。

の世界大戦を機に EU
を中`せとした政治

。経済の統

合を進めているヨーロッパに

ついて,民族や産業など地域

を構成するさまざまな事象を

項目ごとに整理して,多 面

的・多角的に考察し,表現し

ている。

かつて社会主義回だつたが ,

1990年代に国家体制が変
化し,現在は新しい回づくりを

進めているロシアについて,

農業や工業を国家体制の変

化に関連づけて,多面的・多

角的に考察し,表現している。

移民国家としての多様性をも

ち,世界有数の農業国であ

り,先端技術産業でも世界を

リードしているアメリカ合衆国

について,地域を構成するさ

まざまな事象を項目ごとに整

理して,多 面的・多角的に考

察し,表現している。

かつてヨーロッパ諸国の植民

地であった歴史的背景があ

り,それが人々の生活や現在

の産業にも深く関わっている

ラテンアメリカについて,文化

や農業・工業をヨーロッパの

影響と関連づけて,多 面的・

多角的に考察し,表現してい

る。

移民の回という共通点おち る
|

が,自然募境や産業で違いも |

みられるオーストラリアとニュ |

―ジーランドにつも`て,二つの |

回を比較し;類似する一般性 |

や地域の特殊性を,多 面的・
|

多角的に考察し,表現してい
|

る。               |

現代世界におけるこれからの

日本の国土像にういて,地域

の結びつき,構造や変容,持

続可能な社会づく1)などに着

日してi主題を設定し,我が

国が抱える地理的な諸課題

の解決の方向性や将来の回

上の在り方などを多面的・多

角的に探究し,表現している。

EU諸国について,よりよい社
会の実現を視野にそこでみら

れる課題を主体的に追究しよ

うとしてt｀る。

ロシアについて,よりよい社会

の実現を4見野にそこでみられ

る課題を主体的に追究しよう

としている。

アメリカ合衆国について,より

よい社会の実現を視野にそこ

でみられる課題を主体的に追

究しようとしている。

ラテンアメリカについて,よりよ

い社会の実現をネ見野にそこで

みられる課題を主体的に追究

しようとしている。

ンドについて,よりよい社会の

実現を視野にそこでみられる

課題を主体的に追究しようと

している。

持続可能な回土像の探究に

ついて,よ りよい社会の実現

を視野にそこでみられる課題

を主体的に探究しようとして

いる。

由半球にある地理的位置や |オーストラリアとニュージーラ

備考


